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み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
相

次
ぐ
台
風
の
襲
来
で
さ
ぞ
ご
心
配

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〇
十
月
二
十
三
日
、
夕
方
、
新
潟

県
中
越
地
震
が
お
き
、
私
た
ち
が

経
験
し
た
鳥
取
県
西
部
地
震
に
比

べ
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を
テ
レ

ビ
の
画
面
で
み
る
と
き
、
罹
災
さ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
の
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
。
西
部
の
町
村
で
は
と

り
あ
え
ず
一
町
村
で
毛
布
二
百
枚

と
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
百
枚
、
届
け

る
こ
と
を
決
め
、
自
衛
隊
の
協
力

を
得
て
送
り
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
わ
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
今
年
の
運
動
会
は
雨
で

流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
日
の
朝
、
私
も
心
配
で

五
時
半
頃
、
グ
ラ
ン
ド
に
雨
水
が

た
ま
っ
て
い
る
状
況
で
諦
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
岸
本
町
最
後
の
運
動
会
だ
け
に

残
念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
今
年
の
全
国
消
防
操
法
大
会
（

十
一
月
八
日
、
横
浜
市
で
）
に
出

場
が
決
ま
り
ま
し
た
第
３
分
団
の

皆
さ
ん
は
、
連
日
練
習
に
励
み
、

十
月
二
十
七
日
は
壮
行
会
も
行
な

わ
れ
、
元
気
一
杯
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
健
闘
を
祈
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

〇
十
月
二
十
二
日
、
溝
口
町
と
合

併
を
し
て
「
伯
耆
町
」
と
し
て
十

七
年
一
月
一
日
に
発
足
、
ま
た
、

郡
の
所
属
も
西
伯
郡
と
す
る
こ
と

に
総
務
省
告
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
要
件
は
整
い
ま
し
た
の

で
、
一
月
一
日
に
向
け
て
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●新町の住所表示はこうなります 「西伯郡岸本町」の部分が「西伯郡伯耆町」となります。
　（例）　旧　鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3

　　　　　新　鳥取県西伯郡伯耆町吉長37番地3

　※なお、郵便番号・電話番号の変更はありません。

平成17年1月1日から「伯耆町」が誕生することにより、住所の表示が変更になります

　
十
月
二
十
二
日
、
総
務
大
臣
か
ら
岸
本
町
と
溝

口
町
の
配
置
分
合
に
つ
い
て
の
合
併
告
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
法
律
に
基
づ
い
た
合
併
の
手
続

き
が
完
了
し
、
来
年
一
月
一
日
に
新
生
、
伯
耆
町

が
誕
生
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
新
町
の
郡
の
所
属
が
西
伯
郡

と
な
る
こ
と
も
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
記
念
式
典
で
は
、
伯
耆
町
の
誕
生
を

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
懸
垂
幕
が
役
場
の
広

告
塔
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
合
併
協
議
会
会
長
の
河
合
　
勝
　
岸
本
町
長
が

合
併
告
示
に
つ
い
て
、
「
岸
本
町
と
溝
口
町
の
合

併
を
国
も
認
め
て
く
れ
ま
し
た
。
新
町
の
諸
般
の

手
続
き
も
終
わ
り
、
計
画
ど
お
り
準
備

を
整
え
て
新
町
と
し
て
出
発
し
た
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
来
場
の
ふ
た
ば
保
育
所
の
園

児
は
「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
新
し

い
伯
耆
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
」
と

新
町
誕
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
し
、
そ
の
後
、
新
町
が
す
ば
ら
し
い

町
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
風
船
を
飛

ば
し
ま
し
た
。

　
晴
天
の
空
に
高
く
舞
い
上
が
る
風
船

を
見
て
園
児
は
歓
喜
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
役
場
の
公
用
車
に
は
、

「
一
月
一
日
誕
生
　
伯
耆
町
」
と
合
併
を
広
報
す

る
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
両
町
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
新
町
、
伯
耆
町
の
宣
伝
が
な
さ
れ
ま
す
。

総務大臣告示を記念する式典にて

※この告示とは、合併が国から正式に承認されたことを法律的に一般の方にお知らせするための手段です。

　合併協議会では、平成17年1月1日の新町誕生

に備えて伯耆町役場・溝口分庁舎の各課の配置

や各種問い合わせ相談窓口などについてまとめ

た「新町便利帳」と、町名が変わることに伴っ

て住所変更などの手続きが必要なもの不要なも

のについてまとめた「町名変更に伴う手続き一覧」

を作成しています。

　なお、12月の上旬には全戸配布し、みなさん

のお手元に届く予定です。詳細は、合併協議会

事務局までお問い合わせください。

【問合せ先】

　　合併協議会事務局　電話 68－4662
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年
金
は
、世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制

度
で
す
。あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料
が
、高
齢

者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。同
時
に
、

あ
な
た
や
家
族
の
年
金
受
給
権
を
守
る
た
め

に
も
、保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
お
得
な
前
納
制
度

　
将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る（
前
納
）と
、保
険
料
の
割
引
が
あ
っ

て
大
変
お
得
で
す
。希
望
さ
れ
る
場
合
は
、社

会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
米
子

社
会
保
険
事
務
所
　
電
話
０
８
５
９
―
３
４

―
６
１
１
１
）。

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

　
口
座
振
替
に
す
れ
ば
、あ
な
た
の
指
定
の

口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
ま
す（
原
則
と
し
て
、納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
）。一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、毎

月
金
融
機
関
等
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、口
座
振
替
で
も
一
年
前
納（
毎
年
四
月
）

や
半
年
前
納（
毎
年
四
月
と
十
月
）が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
は
、金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
、

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
記
し
て
、金
融
機
関
等
届
出

印
を
押
印
の
う
え
、お
出
し
く
だ
さ
い
。

○
免
除
制
度
の
活
用
を

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、本
人

と
ご
家
族
の
所
得
に
応
じ
て
全
額
・
半
額
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
社
会
保

険
事
務
所
か
、役
場
国
民
年
金
担
当
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
年
金
は
、
高
齢
者
の
生
活
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
若
い
方
に
も
無
縁
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
身
近
で

大
切
な
年
金
に
つ
い
て
、
是
非
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
週
間
に

あ
わ
せ
て
十
一
月
六
日
（
土
）
と
、
七
日
（
日
）

の
二
日
間
、
事
務
所
を
開
庁
し
、
ま
た
八
日

（
月
）
か
ら
十
二
日
（
金
）
ま
で
年
金
相
談

窓
口
の
終
了
時
間
を
延
長
し
て
年
金
相
談
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
は

イ
イ
ロ
ウ
ゴ

国が責任を持っ

て運営している

国民年金は

　

国が責任を持っ

て運営している

国民年金は

　

　国民年金は国が責任を持って安全・確実に運営していますので、

きちんと保険料を納めていれば確実に年金が受けられます。

国民年金

㈰決してつぶれません！

　　「世代間扶養」で支えあう仕組み

　なので、日本の国が存続する限りつ

　ぶれることはありません。

㈪生涯、保障されます！

　　どんなに長生きしても、生涯

　にわたって受け取ることができ

　ますので安心です。　　　　　　　

㈫万が一の時にも保障します！　　　

　　事故や病気で障害が残った時は　

　「障害基礎年金」が、一家の働き手

　が亡くなった時は、その遺族に「遺

　族基礎年金」が支給されます。

㈬受け取る年金額を国が補助します！

　　年金として支払われる費用のうち、

　３分の１を国が負担しています。

　　（平成２１年度までに２分の１に引

　　　上げられます。）

　　　　

㈭経済の変動にも強い年金です！

　　国民年金は、物価の変動にあわせて

　年金額が改定されますので、年金の実

　質価値が守られます。

相談窓口
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　平成１７年１月３１日社会福祉法人岸本町社会福祉協議会は解散し、平成１７年２
月１日社会福祉法人溝口町社会福祉協議会と合併して社会福祉法人伯耆町社会福祉協
議会を設立する旨を理事会及び評議員会で議決しましたので、この合併に対し異議の
ある債権者は、平成１７年１月２０日までにその旨をお申し出ください。

　　平成１６年１１月１日

鳥取県西伯郡岸本町大殿1030番地１　　
社会福祉法人岸本町社会福祉協議会　　
会　長　　藍　田　　　泉　　　

　最近、被害が多発しているヤミ金融特別相談会が行われます。相談は無料ですが、面接相談の場

合は、予約が必要になりますので、事前にお申し込みください。

○電話相談
　受付時間　午前10時～午後３時
　　県東部地区　相談電話番号　0857（29）0454

　　県中部地区　相談電話番号　0858（23）5209

　　県西部地区　相談電話番号　0859（31）0494

○面接相談
　受付時間　午前10時～午後３時（要予約）
　　11月２日（火）東部地区　鳥取県庁第２庁舎６階　第24、25、26会議室
　　11月４日（木）中部地区　倉吉未来中心２階　セミナールーム７、９
　　11月５日（金）西部地区　米子コンベンションセンター　第２会議室

　　　※予約が必要です。相談日前日まで受付中。予約先は下記お問い合わせ先へお尋ねください。

○予約電話番号

鳥取県立消費者相談センター各相談室　
東　　部

0857（26）7604･7605
中　　部

0858(22)3000
西　　部

0859（34）2648･2668

鳥 取 市 く ら し １ １ ０ 番

倉 吉 市 商 工 観 光 課

倉 吉 市 市 民 生 活 相 談 室

米 子 市 消 費 生 活 相 談 室

境 港 市 消 費 生 活 相 談 室

鳥 取 県 商 工 労 働 部 経 済 政 策 課

財務省中国財務局　鳥取財務事務所理財課

０８５７（２０）４８９４

０８５８（２２）８１５８

０８５８（２２）８１５５

０８５９（２３）５３７３

０８５９（４７）１１０６

０８５７（２６）７４５３

０８５７（２６）２２９５

主催：ヤミ金融等対策連絡協議会（弁護士会、司法書士会、銀行協会、貸金業協会、暴力追放県民会議、金融広報委員会、鳥取財務事務所、市
町村、　　鳥取県、鳥取県警察本部）お問い合わせ先（事務局）：鳥取県生活環境部県民生活課　電話：０８５７（２６）７１８６
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保護者の方も一緒に参加

シリーズ〈白い風〉より

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

十
月
九
日（
土
）に
、岸
本
町
在
住

の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
と
い
う
、カ
メ
ラ

を
使
わ
な
い
で
写
真
を
作
る
こ

と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
は
、暗
室

の
中
で
印
画
紙
の
上
に
様
々
な

モ
ノ
を
置
き
、そ
の
上
か
ら
光
を

当
て
て
感
光
さ
せ
て
作
る
も
の
で
、

植
田
正
治
さ
ん
も
作
品
と
し
て

残
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
自

分
も
写
真
家
に
な
っ
た
気
分
で

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　　
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
時

に
は
、ぜ
ひ
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
写
真
を
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は

現
在
、「
植
田
正
治
・B

rillia
n

t
S

c
e

n
e

s

〈
古
き
よ
き
光
〉」と
題

し
た
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
世

界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
カ
メ
ラ「
ベ
ス
ト
・
ポ
ケ
ッ
ト
・

コ
ダ
ッ
ク
」は
通
称「
ベ
ス
単
」と

呼
ば
れ
、多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
ま
し
た
。手
ご
ろ
な
価
格
で
入

手
し
や
す
い
大
衆
向
け
の
小
型

カ
メ
ラ
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由

に
加
え
、”
ベ
ス
単
フ
ー
ド
は
ず

し
“
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
手
法

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ソ
フ

ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
よ
う
な
表
現

が「
絵
画
的
」で
あ
る
と
し
て
多

く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
た
ち

を
魅
了
し
た
の
で
す
。

　「
ち
ょ
っ
と
沈
ん
だ
ボ
ケ
味
は
、

昔
の
ま
ま
で
は
な
い
か
。」（「
日

本
カ
メ
ラ
１
９
８
１
年
１１
月
号
」

よ
り
）―
―
長
い
歳
月
の
後
に
、

３５
ミ
リ
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
へ
の
装
着
を
試

み
、
”
古
き
よ
き
レ
ン
ズ
“
、「
ベ
ス
単
」

で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
た
植

田
の
懐
旧
的
な
心
情
は
、”
古
き

よ
き
光
“
の
再
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
、写
真
の
表
現
の
可

能
性
を
拡
げ
る
こ
と
に
も
な
っ

た
の
で
す
。こ
う
し
て「
ベ
ス
単
」

レ
ン
ズ
に
よ
る
カ
ラ
ー
作
品
の

数
々
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

ま
る
で
ベ
ー
ル
を
か
け
た
よ
う

な
あ
の
美
し
さ
、記
憶
の
中
で
出

合
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
輝
き

を
放
つ
風
景
や
佇
む
人
た
ち
。「
ベ

ス
単
」レ
ン
ズ
で
描
か
れ
た
被
写

体
は
、叙
情
や
郷
愁
を
の
せ
て
爽

や
か
な
空
気
感
を
運
ん
で
く
る

か
の
よ
う
に
、あ
わ
い
光
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、「
ベ
ス
単
」

レ
ン
ズ
に
よ
る
表
現
を
現
代
の

カ
ラ
ー
写
真
に
よ
み
が
え
ら
せ

た
植
田
の
シ
リ
ー
ズ〈
西
欧
紀
行
〉

〈
白
い
風
〉を
中
心
に
、１
９
３
０

―
４０
年
代
の
作
品
と
合
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。

　
町
民
無
料
招
待
券
を
全
戸
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
、お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

　
こ
の
た
び
溝
口
警
察
地
区
防

犯
協
議
会
の
呼
び
か
け
で
、
岸

本
町
内
の
バ
ス
停
留
所
待
合
室
（

２０
カ
所
）
の
掃
除
を
し
ま
し
た
。

　
呼
び
か
け
に
応
じ
て
岸
本
町

内
の
小
中
高
生
、
商
工
会
の
皆

さ
ん
、
溝
口
警
察
署
長
以
下
署

員
の
皆
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
、

そ
の
他
役
場
職
員
な
ど
約
８０
名

の
ご
参
加
を
得
て
待
合
室
の
掃
除
、

窓
拭
き
、
ゴ
ミ
の
回
収
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
ほ
こ
り
ま
み
れ
の
古
い
椅
子

や
古
タ
イ
ヤ
な
ど
ゴ
ミ
が
ダ
ン

プ
３
台
に
も
な
っ
た
こ
と
は
驚

き
で
し
た
。

　
こ
の
日
、
参
加
者
一
同
気
持

ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
の
少
な
い
き
れ
い
な
町

に
は
、
犯
罪
が
少
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

に
も
、
今
後
も
地
域
の
環
境
の

浄
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
町

民
の
み
な
さ
ん
も
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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申
し
込
み
は

入
所
の
ご
案
内

☆
募
集
定
員

　
ふ
た
ば
保
育
所
　
　
九
十
名

　
あ
さ
ひ
保
育
所
　
四
十
五
名

　
こ
し
き
保
育
所
　
　
九
十
名

☆
開
所
時
間

　
平
　
日
　
七
時
四
十
五
分
か
ら

　
　
　
　
　
十
八
時
ま
で

　
土
曜
日
　
七
時
四
十
五
分
か
ら

　
　
　
　
　
十
二
時
ま
で

☆
０
歳
児
保
育

　
生
後
六
カ
月
か
ら
保
育
を
行
い

　
ま
す
。
（
ふ
た
ば
保
育
所
の
み

　
実
施
・
定
員
三
名
）

　
平
　
日
　
七
時
四
十
五
分
か
ら

　
　
　
　
　
十
六
時
ま
で

　
土
曜
日
　
七
時
四
十
五
分
か
ら

　
　
　
　
　
十
二
時
ま
で

☆
延
長
保
育
事
業

　
ふ
た
ば
保
育
所
の
み
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
　
日
　
十
九
時
ま
で

　
土
曜
日
　
十
八
時
ま
で

　
０
歳
児
保
育
は
、
延
長
保
育
の

対
象
外
で
す
。

☆
保
育
料

　
　
年
齢
別
に
、
父
母
ま
た
は
、

　
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
税

　
等
の
状
況
に
よ
り
分
か
れ
ま
す
。

　
　
第
三
子
以
降
の
お
子
さ
ん
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
料
が
三

　
分
の
一
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま

　
す
。

☆
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
環
境
課

　
ま
た
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合

　
わ
せ
下
さ
い
。

☆
受
付
期
間

　
　
十
月
二
十
五
日（
月
）か
ら

　
　
十
一
月
三
十
日（
火
）ま
で

☆
申
込
み
先

　
役
場
住
民
環
境
課

　
　
　
電
話
　
六
八
―
三
一
一
五

　
ふ
た
ば
保
育
所
（
吉
長
）

　
　
　
電
話
　
六
八
―
二
○
七
八

　
あ
さ
ひ
保
育
所
（
真
野
）

　
　
　
電
話
　
六
八
―
二
○
七
六

　
こ
し
き
保
育
所
（
坂
長
）

　
　
　
電
話
　
六
八
―
二
一
二
二



・謀略銀行（大塚将司）
・ランドマーク（吉田修一）
・真夜中の神話（真保裕一）
・野球の国（奥田英朗）
・冥途のお客（佐藤愛子）
・囚われのイラク　混迷の「戦後復興」（安田純平）
・愛する能力（瀬戸内寂聴）
・間宮兄弟（江國香織）
・もうひとりの水戸藩士（水野哲太郎）
・熱情　田中角栄をとりこにした芸者（辻　和子）
・アフターダーク（村上春樹）
・スウイングガールズ（矢口史靖）
・9歳の人生（ウィ・ギチョル）
・億万ドルの舞台（シドニー・シェルダン）
・1968年に何があったのか（唐木田健一）
・仕事もしたい　赤ちゃんもほしい（井上志津）
・復刻版　村の若者たち（宮本常一）
・「花の谷」の人びと（土本亜理子）
・バービーからはじまった（茅野裕城子）
・保証人になる人・なった人のお悩み完全解決
　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木仁史）　ほか

・セブンス　タワーⅢ　魔法の国（ガース・ニクス）
・サークルオブマジック 魔法学校再訪 氷の国の宮殿
　　　　　　　　　　　　　　　　（デブラ・ドイル）
・ノーベル賞の大常識（戎崎俊一　監）
・サジュエと魔法の木（上・下）（伊藤英彦）
・ぼくらの事情（高科正信）
・Say“NO!”　“やめて”といおう（安藤由紀　監）
・ちゃんがら町（山本　孝）
・オーじいさんとチーばあさんの春・夏・秋・冬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松居スーザン）
・じゅうにんのちいさなミイラッこ（フィリップ・イエ
ーツ）
・のんびりきかんしゃポーくん（なかえよしを）
・へそのお（中川ひろたか）
・バームクーヘン　どこへゆく（相澤タロウイチ）
・ひもので　ございっ！（平田昌広）
・あかいきしゃ　はじめてであうハングルの絵本
　　　　　　　　　　　　　　　　（パク・ウニョン）
・おばあちゃんのアップルパイ（ローラ・ラングストン）
・ひとりぼっちのかいぶつといしのうさぎ
　　　　　　　　　　　　　　（クリス・ウォーメル）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

89

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

　新
着図書の紹介　　　

10月5日（火）開催

11月24日（水）開催予定

9月27日（土）開催!

　そろそろ冬の足音が聞こえてくる季節になりました。季節の変わり目は体調を崩しやすいので、
みなさん風邪などには気をつけましょう。さて、今月はきないや祭があります。みんなで芸術の
秋を満喫してください。

10月30日～11月4日　菊花展
１日（月）第7回松栄学級

13日（土）第5回わんぱく道場
20日（土）、21日（日） きないや祭
23日（火）たこあげ大会（第6回わんぱく道場）
24日（水）第4回まなび隊

＊予定ですので変更がある場合があります。

　観光バス2台を連ねて、小雨の降る中を一路広島県三次市へ向けて出
発しました。
「こんな雨の中での葡萄狩り大丈夫？」という顔、顔。
しかし、そんな心配は取り越し苦労でした。各パーキングでバスが停ま
る度に雨はやみ、バスが走り出すと雨が降るといった不思議な一日でした。
　最初の目的地、三次ワイナリーでは、焼肉（柔らかい牛霜降り）組と
魚介類組に別れての会食。とてもおいしく満足そうでした。
　その後ワインの試飲をしたりして、次の目的地平田観光農園に向かい
ました。平田観光農園では葡萄棚の下で、みずみずしくて甘い葡萄をた
くさん食べながら、語らい、楽しい一時を過ごすことができました。

　リサイクル収納アドバイザーの常藤和子さ

んをお招きして研修会を開催いたします。

　自分の生活体験をもとにした幅広いお話が

聞けるよい機会です。

　今回は、まなび隊受講生以外の方も受け入

れをいたしますので受講を希望される方は中

央公民館（68－3617）までお申込みください。

たくさんの方のご参加をお待ちしております。

　第3回わんぱく道場は、妻木晩田遺跡の見学と“火おこし”体験
をしました。
　妻木晩田遺跡は、今から約2000年～1700年前に栄えた152haにも
及ぶ国内最大級の弥生時代の集落です。多くの土器・鉄器、住居
や建物跡、墳丘墓の跡が発見され、当時の弥生人の生活を再現し
ており、道場生は指導員の先生の説明に聞き入っていました。
また、“火おこし”にも挑戦
しました。遠心力を利用し
て木を摩擦させて火をおこ
すのですが、力の加減やバ
ランスなどコツが必要で難
しかったです。火がつかな
かった子が殆どですが、教
科書や資料ではなく、子ど
もたちにとって実際に体感
できるよい機会になりました。

　1943年生、岸本中学校第１回卒業生、「世
の中で一番幸せなことは居心地のよい家で、
身も心も健康な家族と暮らすこと」をモット
ーとして、茨城市の自宅を公開して、収納術
を伝授されているユニーク主婦。
ネットワーク地球村会員、日本JDPA会員他
著書・「たまちゃんの実家」
　　・「ここまでできるリサイクル収納」

常藤和子さんのプロフィール

・場　所　　岸本町中央公民館

・日　時　　11月24日（水）

　　　　　　　午後1時半～午後3時

・費　用　　参加料無料

仕事もしたい赤ちゃんもほしい
新聞記者の出産と育児の日記

（井上志津）

パスワード四百年パズル「謎」ブック2
（松原秀行）

次々と出題されるパズル
をクリアーしていくマコ
トとみずき。
最後に出されたのが、
400年間解読されていな
い暗号が書かれた巻物。
超難解なこの暗号を二人
は解くことができるでし
ょうか。
ファンおまちかね「謎」ブ
ックの第2弾です。

タラの物語　世界をかえた魚
（マーク・カーランスキー　文）

『今月のおすすめコーナー』は、むかし話やおとぎ話の本を集めてみました。
おなじみのむかし話、
　　　・したきりすずめ　　・かちかちやま　　・ももたろう　など。
また、ふるさとの民話や伝説
　　　・鳥取の伝説（因幡の白うさぎ・湖山長者など）
　　　・因幡伯耆の伝説（大山阿弥陀堂の鐘・大山と韓山の背比べなど）
　　　・日野川の伝説（小野小町の里・六十落し　など）　
どうぞご利用下さい。

新聞記者というハードな仕事に従事する女性の
出産と育児の2年間を綴っ
た物語です。日記形式で書
かれた読みやすい本です。
－子育ての負担を心配し、
ためらっている人がいると
すれば、それはこの国の、こ
の社会の責任だと思う。子
育てが決して負担とならな
いような国に社会に一日も
早くなってほしいと切に願う。
－（あとがき　より）

魚が世界の歴史をかえた－あなたは信じられますか？
アメリカやヨーロッパの歴史に大きな影響を与え
られたといわ
れるタラ。こ
の絵本は、そ
んなタラの生
態から、タラ
が歴史上はた
した役割、タ
ラのさまざま
な料理法まで
を紹介した興
味深い一冊です。
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平
成
十
六
年
度
人
権
啓
発
標
語
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
町
内
の

小
学
校
児
童
と
中
学
校
生
徒
か
ら
、
多
く
の
優
れ
た
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
入
賞
作
品
で
す
。

　
　
◇
◆
◇

最
優
秀
賞
◇
◆
◇

話
そ
う
よ
　
み
ん
な
が
え
顔
に
　
な
る
ま
で
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
小
学
校
　
二
年
　
上
貝
　
は
る
か

気
付
こ
う
よ
　
自
分
の
言
葉
の
　
重
み
と
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
中
学
校
　
三
年
　
美
甘
　
理
江

　
　
◇
◆
◇

優
秀
賞
◇
◆
◇

み
ん
な
な
か
よ
し
　
な
か
よ
し
が
っ
き
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
小
学
校
　
一
年
　
ま
つ
ば
ら
　
ゆ
り

手
を
か
そ
う
　
勇
気
を
だ
し
て
　
声
だ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
小
学
校
　
三
年
　
三
島
　
実
可
子

し
っ
て
る
か
い
　
一
人
ぼ
っ
ち
の
　
さ
み
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
小
学
校
　
四
年
　
古
都
　
健
汰

や
さ
し
さ
を
　
ほ
ん
の
す
こ
し
　
わ
た
し
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
小
学
校
　
五
年
　
三
島
　
可
南
子

思
い
や
り
　
心
の
き
ず
に
　
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
小
学
校
　
六
年
　
長
武
　
奈
緒
子

悪
口
は
　
人
の
心
に
　
け
ん
を
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
小
学
校
　
六
年
　
小
川
　
久
裕

認
め
合
お
う
　
人
の
が
ん
ば
り
　
い
い
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
中
学
校
　
一
年
　
岩
田
　
　
岳

さ
り
げ
な
い
　
い
つ
も
の
言
葉
が
　
傷
つ
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
中
学
校
　
二
年
　
大
西
　
亜
美

　
入
選
作
品
二
十
六
点
も
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
略
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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平
成
16
年
分
給
与
所
得
者
の

「
年
末
調
整
説
明
会
」
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
11
月
12
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
　
所
】

　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
米
子
市
末
広
町
７
４
）

【
対
象
者
】

　
米
子
市
・
南
部
町
・
岸
本
町
・
日

吉
津
村
・
淀
江
町
に
所
在
す
る
源

泉
徴
収
義
務
者
。（
官
公
庁
・
個
人

の
青
色
申
告
事
業
者
を
含
む
。）

【
問
合
せ
先
】

　
米
子
税
務
署

　
法
人
課
税
第
一
部
門

　
電
話
　
３
２
―
４
１
２
１

　
法
務
省
、
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

啓
発
重
点
目
標

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　

人
権
意
識
　
―
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
―
」

　
鳥
取
短
期
大
学
で
は
、
現
在

社
会
人
で
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と

を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た

Ａ
Ｏ
方
式
に
よ
る
入
学
生
の
募

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｏ
方
式
と
は
、
入
学
を
希

望
す
る
方
と
直
接
対
話
を
重
ね

て
い
き
な
が
ら
、
教
育
内
容
を

十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
意
欲
適
性
な
ど
を

多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
し
た

上
で
入
学
を
決
定
し
て
い
く
方

式
で
す
。
募
集
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
募
集
学
科（
専
攻
）・
募
集
人
員
】

国
際
文
化
交
流
学
科

生
活
学
科

　
情
報
・
経
営
専
攻

　
住
居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻

　
食
物
栄
養
専
攻

幼
児
教
育
学
科

※
募
集
は
い
ず
れ
も
若
干
名
予

定
人
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

【
募
集
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
22
才

　
以
上
の
人
（
平
成
17
年
４
月

　
１
日
現
在
）

・
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上

　
の
能
力
を
有
す
る
22
才
以
上

　
の
人

【
問
合
せ
先
】

　
〒
６
８
２
―
８
５
５
５

　
倉
吉
市
福
庭
８
５
４

　
鳥
取
短
期
大
学
入
試
広
報
課

　
電
話
０
８
５
８
―
２
６
―
９
１
７
１

　
　

　
平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
、

結
核
予
防
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
変
わ
り

ま
す
。

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が

　
廃
止
と
な
り
、
全
員
に
Ｂ
Ｃ

　
Ｇ
接
種
の
み
を
行
な
い
ま
す
。

・
接
種
対
象
年
齢
が
３
カ
月
児

　
〜
４
歳
未
満
児
だ
っ
た
の
が
、

　
６
カ
月
児
ま
で
と
引
き
下
げ

　
ら
れ
ま
す
。

　
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

ま
だ
予
防
接
種
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
行

な
い
ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
下

さ
い
。

【
日
時
】

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

　
11
月
10
日
（
水
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
11
月
12
日
（
金
）

【
会
場
】

　
岸
本
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
受
付
時
間
】

　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分
ま
で

　
に
お
こ
し
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
　
健
康
福
祉
課

　
電
話
　
６
８
―
４
６
３
３

　
放
送
大
学
は「
い
つ
で
も
、ど

こ
で
も
、誰
で
も
が
学
べ
る
」身

近
な
生
涯
学
習
機
関
で
す
。
４

〜
10
年
計
画
で
働
き
な
が
ら
、

大
卒
の
資
格
学
士（
教
養
）の
学

位
が
取
れ
ま
す
。
１
科
目
か
ら

で
も
学
習
で
き
ま
す
。人
文
・
社

会
・
自
然
な
ど
３
０
０
科
目
以

上
の
授
業
科
目
か
ら
、
好
き
な

も
の
が
選
べ
ま
す
。
在
学
期
間

も
１
学
期
間（
６
カ
月
間
）か
ら

学
習
で
き
ま
す
。
鳥
取
学
習
セ

ン
タ
ー
の
静
か
で
整
っ
た
環
境

で
学
習
で
き
ま
す
。

入
学
の
機
会
は
年
２
回

４
月
入
学

（
募
集
期
間
：
12
月
15
日
〜
２

　
月
末
日
）

10
月
入
学

（
募
集
期
間
：
６
月
15
日
〜
８

　
月
末
日
）

【
問
合
せ
先
】

　
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
電
話
０
８
５
７
―
３
１
―
１
１
３
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http:w
w

w
.u

‐air.ac.jp
/

h
p

社
会
人
の
た
め
の
対
話
方
式

　
　

に
よ
る
入
学
の
ご
案
内

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
お
知
ら
せ

学
生
募
集
中

放
送
大
学
で
生
涯
学
習
を

年
末
調
整
説
明
会

第
56
回
人
権
週
間

今年度最後の検診です。受診していただきます
ようお願いします。

【問合せ先】
　　役場　健康福祉課　電話68－4633

期　日 時　間 検診名 場　所

11月１４日（日）

午前のみ

11月１５日（月）

11月１６日（火）

７：４０～９：３０

８：３０～９：４０

９：３０～１０：３０

１３：１５～１４：１５

９：３０～１０：３０

１３：１５～１４：１５

胃がん

基本健診

乳がん

甲状腺検診

子宮がん検診

基本健診のみ

基本健診のみ

大腸がん

基本健診

大腸がん

基本健診

保健福祉センター

帝京すこやか村

農村環境改善センター

保健福祉センター

　　　 〃



印刷／株式会社高下印刷

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

女

女

平
成
十
六
年
九
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

久 古

丸 山

駅 前

上山　知穂

松本まりあ

井澤　梨乃

保護者

誉晃・弘子

卓司・久美子

英二・理香

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

うえやま ち　ほ

まつもと

85歳

96歳

80歳

78歳

92歳

91歳

82歳

久 古

番 原

丸 山

伯耆ニュータウン

駅 前

小 野

坂 長

西郷　梅代

岡田　君江

小谷　正枝

大木　保彦

冨松八百喜

森安トモヱ

吉持ゆみ子

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

いざわ り　の

1 1 月 2 日

1 1 月 9 日

1 1月 2 0日

〃

1 1月 2 3日

〃

岸本町男女共同参画講演会

岸本町制５０周年記念式典

第１９回岸本きないや祭（２１日まで）

P.I.MONSTER凱旋ライブ

岸本町駅伝大会

きないやたこあげ大会

保健福祉センター

大山ロイヤルホテル

中央公民館ほか

岸本中学校体育館

総合スポーツ公園

　　　〃　

火

〃

土

〃

火

〃

１９：００～

１１：００～

８：３０～

１５：００～

１０：００～

１３：００～

※町民の方は区長さんに連絡して頂くか、役場地域振興課、中央公民
館でお受け取りください。　※町外の方は問い合せ先に連絡して下

□主催　　岸本町きないや祭P.I.MONSTER凱旋ライブ実行委員会
□問い合せ先　岸本町役場　地域振興課　　℡.0859‐68‐3113
　　　　　　　岸本町教育委員会　　　　　℡.0859‐68‐3183
□後援　　　　岸本町、岸本町教育委員会、岸本中学校同窓会

5枚目のシングル「ケセラセラ」TBS系愛の劇場「温泉へ行こう４」主題歌などリリース


